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1. 背景と目的 

気候変動問題の深刻化に伴い、増加が著しい民生家庭

部門における省エネ対策が求められている文 1)。これを受

け、同部門では断熱改修や省エネ設備を導入した環境性

能の高い住宅の普及が推進されている。しかし、断熱性

能の向上等の対策だけでは省エネ効果に限界があり、住

まい方改善による対策が求められている文 2)。夏季におけ

る住まい方の改善として、冷房使用の抑制による対策の

実践度が高いことが知られているが文 3)、冷房を全く使用

しない過度な省エネ行為は温熱環境を劣悪にし、睡眠障

害の訴えを増加させる危険性が示唆されている文 4)。更に、

住まい方には省エネ意識の影響が大きい文 5)と示唆されて

いることから、本研究では実態調査に基づき、省エネ意

識がエネルギー消費量と睡眠へ与える影響を検証した。 

2. 実態調査 

神奈川県に所在する T 社社宅の居住者を対象に、2013

年の夏季に実態調査を実施した。本社宅は断熱性能が H11

年基準を満たし、省エネ設備を導入した環境性能の高い

集合住宅である。調査概要を表 1 に示す。調査①のアン

ケート調査では、住まい方や省エネ行動実践度について

調査した。調査②では室内環境、エネルギー消費量のデ

ータを 1 分間隔で収集し、調査③では調査①、②の対象

者のうち 12 名に対し、約 3 週間の睡眠測定を実施した。 

3. 調査結果 

3.1 居住者属性に関する調査結果（図 1，2，3，4） 

 アンケート調査の対象者は男性、女性ともに 20 名であ

り、年齢は 20 代前半から 50 代後半まで幅広く分布して

いた（図 1）。BMI は、日本肥満学会が定めた標準的な値

とされる 18.5～25.0 が約半数を占め、肥満傾向とされる

25.0 以上が約 2 割を占めていた（図 2）。冷房使用に関す

る省エネ行動に努めている対象者は 6 割に上った（図 3）。

また、7 割以上が暑さに対して敏感であった（図 4）。 

3.2 室内温熱環境と睡眠の関係（図 5） 

 省エネ意識が室内温熱環境を介し睡眠に与える影響を

明らかにするため、室内温熱環境と睡眠の関係を検証し

た（図 5）。室内温熱環境の指標には温湿度、風速の影響

を考慮した体感温度である標準新有効温度（SET*）注 2)を

用いて、夜間注 3)の寝室における平均 SET*を算出した。睡

眠の指標には、良質な睡眠に必要とされる「寝つきの良

さ」「中途覚醒時間の短さ」「目覚めの良さ」の総合的な
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図 1 男女別の年齢分布 図 2 男女別の BMI分布 
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表 1 調査概要（括弧内は使用機器） 

図 4 暑さに対する敏感度 

図 5 寝室における SET*と睡眠効率の関係 
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図 3 省エネ行動実践度注 1)
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指標とされる文 6)睡眠効率注 4)を採用した。睡眠効率は 1 日

の睡眠効率から測定期間中の各個人の平均値を引き、個

人差を排除した上で評価を実施した。その結果、SET 

*27.6℃で睡眠効率が最大となることが示唆され、既報文 7)

と同様の傾向が確認された。これより、以降の分析では

SET*を指標とし、省エネ意識が冷房使用を介し、室内温

熱環境に与える影響の検証を行う。 

3.3 冷房使用の有無と居住者意識の関係（図 6） 

就寝中の冷房使用の有無に省エネ意識がどの程度影響

を与えるのかについて検証するため、多重ロジスティッ

ク回帰分析注 5)を実施した。従属変数は冷房使用の有無と

し、独立変数は省エネ意識の他、既往の研究文 8)より冷房

使用に影響を与えるとされる年齢や性別といった個人属

性や外気温とした（表 2）。省エネ意識の指標としてはア

ンケート調査によって得られた省エネ行動実践度の回答

を採用した。また分析対象は冷房を使用している 14 世帯

とし、日によって使用の有無が分かれていることから、1

日を 1 サンプルとして分析を実施した。その結果、冷房

使用の有無を決定する要素としては外気温と省エネ行動

実践度の影響が大きいことが示唆された（図 6）。調整オ

ッズ比は、各項目の評価が 1 増加した時に冷房を使用す

る確率が増加する倍率を示すため、｢省エネ行動の実践度

の評価が 1 高いと、冷房を使用する確率が 0.74 倍」とな

ることが示された。 

3.4 省エネ意識とエネルギー消費量・室内温熱環境の関係（図7） 

省エネ意識について省エネと睡眠の両面から評価を行

うため、省エネ意識がエネルギー消費量及び室内温熱環

境に与える影響を検証した。省エネ側の評価では、省エ

ネ意識が高い居住者程、エネルギー消費量が削減され、

意識が最も高い居住者と低い居住者では約 0.05[kWh/日

/m
2
]の差が確認された。一方、省エネ意識と室内温熱環境

の関係では、省エネ意識が高い居住者程、寝室の SET* 

が上昇する傾向が確認された。省エネ意識が最も高い居

住者の平均 SET*は 29.5℃であり、良質な睡眠をとるため

の平均 SET*27.6℃から約 1.9℃高く、図 5 の結果より、睡

眠の質が約 1.6%低下する危険性が示唆された。このこと

から、省エネ意識の高過ぎる居住者は省エネへの効果は

高まるものの、睡眠の質を低下させ健康状態の悪化を引

き起こす可能性があり、省エネ意識の高い居住者に対し

て適度な省エネ行動の実施を促す必要性が示唆された。 

4. まとめ 

 省エネ意識向上は、冷房使用の抑制、エネルギー消費

量の削減に寄与することが示され、最も意識が高い居住

者と低い居住者では約 0.05[kWh/日/m
2
]の差が確認された。

しかし、高過ぎる省エネ意識は過度な省エネ行動を引き

起こし、室内温熱環境を悪化させ、睡眠の質を低下させ

る可能性が示唆された。 
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[注釈] 1) 問「意識して冷房を付けないようにする」の回答 2) 温湿

度、は実測値を採用し、風速は不感気流の 0.1[m/s]、着衣量及び代謝

量は標準状態における 0.6clo、58.2W/m2とした  3) 2010 年に NHK

放送文化研究所が｢国民生活時間調査」の中で報告した国民の睡眠・

起床時刻を参考に 23 時～7 時  4) 総就床時間中の睡眠状態と判定さ

れる時間の割合 5) 変数選択法は強制投入法とした 
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図 6 冷房の使用有無に関するロジスティック回帰分析 
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表 2 多重ロジスティック回帰分析に投入した変数 
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